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(57)【要約】
【課題】　従来のイオン導入機能付き超音波美容器では
、ヘッド部の振動板と肌のトリートメント部位との間の
介在水分量が変化すると、イオン導入出力と超音波振動
出力とのバランスが崩れ、効率のよい美容効果が達成で
きなくなる。
【解決手段】　イオン導入機能付き超音波美容器におい
て、イオン導入回路２０に該イオン導入回路２０を流れ
る電流を一定に制御する定電流制御装置を設けていると
ともに、定電流制御装置による制御に連動して超音波発
生回路１０で発生させる超音波振動の出力を出力調整回
路により自動調整することにより、上記介在水分量が変
化しても、イオン導入出力及び超音波振動出力を肌の水
分量に見合った好適な出力に自動調整でき、美容効率を
一層良好にし得るようにした。
【選択図】　図４



(2) JP 2010-17325 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器体ケース（１）のヘッド部（２）に設けた振動板（４）を超音波発生回路（１０）に
よって超音波振動させる一方、イオン導入回路（２０）によって前記振動板（４）から肌
に対してイオン導入による美容を行えるようにしたイオン導入機能付き超音波美容器であ
って、
　前記イオン導入回路（２０）には、該イオン導入回路（２０）を流れる電流を一定に制
御する定電流制御装置（２６，２７，２５）を設けているとともに、
　該定電流制御装置（２６，２７，２５）による制御に連動して前記超音波発生回路（１
０）で発生させる超音波振動の出力を出力調整回路（２７，１４）により自動調整するよ
うにしている、
　ことを特徴とするイオン導入機能付き超音波美容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、イオン導入による肌の美容と超音波振動による肌の美容を同時に行えるよ
うにしたイオン導入機能付き超音波美容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、肌（特に顔肌）の美容用として、イオン導入器と超音波美容器とを兼用したハン
ディタイプのイオン導入機能付き超音波美容器が普及している。
【０００３】
　イオン導入器は、該振動板から皮膚深層部に化粧品の有効成分を浸透させたり肌のクレ
ンジング（汚れ成分の除去）を行うものであり、超音波美容器は、ヘッド部に設けた振動
板から肌に超音波振動を付与することで肌に対して主としてマッサージ機能を発生させる
ものである。
【０００４】
　又、イオン導入による美容と超音波による美容とを同時に行うと、美肌効果が増進する
ことが知られている。尚、この種のイオン導入機能付き超音波美容器の一例として、特開
２００１－２５９０４５号公報（特許文献１）に示されるものがある。
【０００５】
　イオン導入による美容及び超音波による美容を行うには、ヘッド部の振動板と肌のトリ
ートメント部位との間に水分（ジェル）を介在させる必要がある。尚、以下の説明では、
ヘッド部の振動板と肌のトリートメント部位との間に介在される水分量を単に介在水分量
ということがある。

即ち、イオン導入時には、人体を介してイオン導入回路が閉路される関係で、ヘッド部の
振動板とトリートメント部位との間に水分が必要であり、他方、超音波振動は、トリート
メント部位に水分が多いほど肌への浸透力が強くなる。
【０００６】
　そして、振動板からのイオン導入出力及び超音波振動出力は、共に上記介在水分量に影
響される。即ち、イオン導入出力は、上記介在水分量が多いほどイオン導入回路を流れる
電流値が大きくなって振動板からのイオン導入機能が大きくなるとともに、振動板からの
超音波振動出力は、上記介在水分量が多いほど大きくなる。換言すればトリートメント部
位の水分が少ないと、電気抵抗が大きくなってイオン導入回路を流れる電流値が小さくな
る（振動板からのイオン導入機能が小さくなる）一方、超音波振動の肌への伝達効率が低
くなる。
【０００７】
　ところで、イオン導入機能は、上記介在水分量が少ない部位ではイオン導入回路を流れ
る電流値が小さくなる（振動板からのイオン導入機能が小さくなる）が、公知のイオン導
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入器の中には、例えば特許文献２の特開２００４－７３６１３号公報に示されるように、
上記介在水分量が変化してもイオン導入回路を流れる電流値を常に一定にする定電流制御
装置を備えたものがある。
【０００８】
　即ち、この特許文献２のイオン導入器に採用されている定電流制御装置は、イオン導入
回路を流れる実際電流値と制御器に設定されている設定電流値とを比較して、実際電流値
が設定電流値に対して変化すると制御器から電圧調整器に対して電圧調整信号を出力し、
該電圧調整器により超音波発生回路の電圧を調整することにより、実際電流値を設定電流
値に自動で合致させる（近づける）ようにしたものである。尚、このように、イオン導入
回路を流れる電流値を常時一定にしておくと、上記介在水分量の多少によっても振動板か
らの時間当たりのイオン導入能力が変化しなので、使い勝手が良好となる。
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－２５９０４５号公報
【特許文献２】特開２００４－７３６１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、従来のイオン導入機能付き超音波美容器では、イオン導入と超音波振動とを
同時に機能させる際に、上記特許文献２の定電流制御装置を採用すると上記介在水分量が
少ないトリートメント部位でもイオン導入機能が低下しないものの、該トリートメント部
位に介在水分量が少ないと肌に対して超音波振動の出力（浸透力）が低下してしまう。
【００１１】
　このように、イオン導入と超音波振動とを同時に機能させる際に、イオン導入出力と超
音波振動出力とのバランスが崩れると（イオン導入出力が通常であっても超音波振動出力
が低下すると）、効率のよい美容効果が達成できなくなるという問題がある。
【００１２】
　そこで、本願発明は、イオン導入機能付き超音波美容器において、ヘッド部の振動板と
肌のトリートメント部位との間の介在水分量が変化した際にも（特に、該介在水分量が少
なくなったときでも）、イオン導入と超音波振動とを自動でバランスよく出力させ得るよ
うにすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本願発明は、上記課題を解決するための手段として次の構成を有している。尚、本願発
明は、イオン導入機能付き超音波美容器を対象にしている。
【００１４】
　本願発明のイオン導入機能付き超音波美容器は、器体ケースのヘッド部に設けた振動板
を超音波発生回路によって超音波振動させる一方、イオン導入回路によって振動板から肌
に対してイオンによる美容を行えるようにしたものである。尚、この種のイオン導入機能
付き超音波美容器は、主として直流電流で作動させる。
【００１５】
　イオン導入回路には、該イオン導入回路を流れる電流を一定に制御する定電流制御装置
を設けている。この定電流制御装置としては、例えば上記特許文献２に使用されている定
電流制御装置を採用できる。
【００１６】
　又、本願のイオン導入機能付き超音波美容器では、上記定電流制御装置による制御に連
動して超音波発生回路で発生させる超音波振動の出力を出力調整回路により自動調整する
ようにしている。
【００１７】
　超音波発生回路による超音波振動の出力（肌への超音波振動浸透力）は、基本的に超音
波発生回路中の電圧調整器による印加電圧で増減されるが、このほかにヘッド部の振動板
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と肌のトリートメント部位との間に介在される水分量（以下、介在水分量という）によっ
ても増減する。
【００１８】
　又、超音波発生回路による超音波振動の出力調整回路は、イオン導入回路の定電流制御
装置の制御器から超音波発生回路の電圧調整器に対して電圧調整信号を出力するものであ
る。
【００１９】
　ところで、本願のイオン導入機能付き超音波美容器を使用するときには、肌のトリート
メント部位にジェル（粘性のある化粧水）を塗布しておくが、トリートメント部位によっ
てはジェル塗布量にバラツキがあったり、あるいは時間経過により塗布したジェルが蒸発
したりして、トリートメント部位とヘッド部の振動板間に介在される水分量にバラツキが
生じることが多々ある。
【００２０】
　本願のイオン導入機能付き超音波美容器は次のように機能する。即ち、このイオン導入
機能付き超音波美容器で超音波振動による美容とイオン導入による美容とを併用して行う
場合には、上記介在水分量が少ない（イオン導入回路を流れる電流値が低くなる）と定電
流制御装置が働いて（具体的にはイオン導入回路中に印加される電圧を高くする）、該イ
オン導入回路を流れる電流値を設定電流値まで高める制御が行われる。尚、介在水分量が
少ないときには、上記のようにイオン導入回路を流れる電流値を設定電流値まで高める制
御が行われるが、そのままでは超音波発生回路による超音波振動の出力は低下する。
【００２１】
　そこで、本願発明のイオン導入機能付き超音波美容器では、上記定電流制御装置が働く
と、それに連動して出力調整回路が作動し、超音波発生回路中の電圧調整器に対して定電
流制御装置による電流値（電圧値）調整量に見合う電圧調整を行うようになっている。尚
、超音波発生回路中の電圧調整器に対する電圧調整は、例えば１２Ｖ（低電圧）、１６Ｖ
（中電圧）、２０Ｖ（高電圧）の３段階程度の調整でよい。
【００２２】
　このように、本願発明のイオン導入機能付き超音波美容器では、上記介在水分量が変化
するのに合わせて、超音波発生回路で発生させる超音波振動出力（具体的には超音波発生
回路中の電圧調整）を自動調整できる。
【００２３】
　尚、ヘッド部の振動板が上記介在水分量の少ない部位から多い部位に移動したときには
、イオン導入回路中に流れる電流値が一時的に高くなるが、そのときには上記定電流制御
装置が働いて高くなった電流値を設定電流値に戻すとともに、出力調整回路により超音波
発生回路の印加電圧を所定の低電圧に調整する制御が行われる。
【発明の効果】
【００２４】
　この種のイオン導入機能付き超音波美容器では、超音波振動による美容とイオン導入に
よる美容とを併用して行う使用形態において、ヘッド部の振動板と肌のトリートメント部
位との間に介在される水分量が少ない場合には、そのままではイオン導入回路を流れる電
流値が低くなる一方、超音波発生回路によるトリートメント部位への超音波振動出力が低
下するようになる。
【００２５】
　これに対して、本願発明のイオン導入機能付き超音波美容器では、上記介在水分量が少
ないときには、定電流制御装置が働いてイオン導入回路を流れる電流値を設定電流値まで
高める制御が行われるとともに、それに連動して超音波発生回路に対して出力調整回路に
より超音波振動出力を高めることができるようになっている。
【００２６】
　従って、本願のイオン導入機能付き超音波美容器によれば、上記介在水分量が変化して
も（少なくなっても）、イオン導入と超音波振動とを自動でバランスよく出力させること
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ができ、常時美容効率の良好な状態で使用できるという効果がある。
【実施例】
【００２７】
　図１～図４を参照して本願実施例のイオン導入機能付き超音波美容器を説明する。尚、
以下の説明では、本願のイオン導入機能付き超音波美容器を単に美容器と表現する。
【００２８】
　図１は本願実施例の美容器の下面図、図２は同美容器の上面図、図３は図１の長手方向
断面図（III－III断面図）、図４はこの美容器の電気回路図である。
【００２９】
　この実施例の美容器は、図１～図３に示すように細長い器体ケース１を用いたハンディ
タイプ式のものが採用されている。
【００３０】
　器体ケース１はプラスチック製で、その中央寄り部分に握り部２を有し、先端部に下面
側に向けて突出するヘッド部３が設けられている。
【００３１】
　この美容器には、図４に示すように超音波発生回路１０とイオン導入回路２０とが組み
込まれていて、後述するように肌に対してヘッド部３から超音波振動機能とイオン導入機
能を付与し得るようになっている。
【００３２】
　器体ケース１のヘッド部３には、超音波発生回路１０によって超音波振動させる振動板
４が取付けられている。この振動板４には、導電性を有する材料（例えばステンレス鋼板
）が使用されている。
【００３３】
　器体ケース１の握り部２の上面には、アース板（例えばステンレス鋼板製）５が取付け
られている。このアース板５は、美容器使用時において器体ケース１を手で握ったときに
手のひらが接触する位置にある。
【００３４】
　この美容器は、直流電源７で作動させるが、この実施例では、図３に示すように商業電
源をＡ－Ｄ変換器（符号７部分）で直流に変換し、電気コードのコネクタ８を器体ケース
１の接続口６に接続して、直流電流を美容器に給電するようにしている。尚、他の実施例
では、美容器に使用される直流電源７として、乾電池を使用することもできる。
【００３５】
　超音波発生回路１０は、図４に示すように、超音波を発生させる超音波発生器１１と、
振動板４に取付けた超音波振動子１２と、超音波発生スイッチ１３と、後述の電圧調整器
１４とを有している。超音波発生器１１は、電圧調整器１４で指定された電圧に対応した
出力の超音波を発生する。尚、この実施例では、超音波発生回路１０の全体が器体ケース
１内に組み込まれているが、他の実施例では超音波発生回路１０の超音波発生器１１部分
を器体ケース１外に設けてもよい。
【００３６】
　そして、この超音波発生回路１０は、超音波発生スイッチ１３をＯＮにすると、超音波
発生器１１からの超音波出力が超音波振動子１２に伝達されて振動板４を超音波振動させ
るようになっている。尚、この実施例の美容器では超音波振動の周波数を４.７ＭＨZで行
うようにしているが、この種の超音波美容器の一般的な超音波周波数は３～６ＭＨZの範
囲であり、本願の場合も一般的な超音波周波数（３～６ＭＨZ）の範囲で適宜に設定でき
る。
【００３７】
　イオン導入回路２０は、図４に示すように、振動板４に接続された振動板側電極端子２
１と、アース板５に接続されたアース側電極端子２２と、イオン導入スイッチ２３と、極
性変換器２４と、電圧調整器２５と、電流計２６と、後述の機能を有する制御器２７とを
有している。
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【００３８】
　振動板側電極端子２１とアース側電極端子２２とは、人体を介して電気的に接続される
ものである。即ち、イオン導入スイッチ２３をＯＮにし、器体ケース１の握り部２を手で
握った状態（アース板５に手が接触する）で、ヘッド部３の振動板４を肌のトリートメン
ト部位に接触させると、イオン導入回路２０が閉路されて該イオン導入回路２０を直流電
流が流れるようになっている。
【００３９】
　イオン導入回路２０の極性変換器２４は、振動板側電極端子２１とアース側電極端子２
２との極性を可逆的に切換えるもので、この実施例では、イオン導入スイッチ２３部分で
切換えを行うようにしている。即ち、イオン導入スイッチ２３をＯＦＦ状態から１回押す
と振動板側電極端子２１が－極性となり、２回目を押すと該振動板側電極端子２１が＋極
性に切換わり、もう１回（３回目）押すとＯＦＦに戻るようになっている。尚、肌のクレ
ンジングをする際には、汚れ成分が一般に＋極性であるために振動板側電極端子２１（振
動板４）を－極性にして行い、化粧水の有効成分（＋極性のものが多い）を皮膚内にイオ
ン導入させる際には、振動板側電極端子２１（振動板４）を＋極性にして行う。
【００４０】
　器体ケース１の下面部には、図１に示すように各種スイッチ（超音波発生スイッチ１３
とイオン導入スイッチ２３）や出力表示部３０が設けられている。出力表示部３０には、
超音波振動機能時を示す超音波表示灯３１と、その超音波出力レベルを３段階に表示する
各レベル表示灯３１ａ，３１ｂ，３１ｃと、イオン導入機能時を示すイオン導入表示灯３
２と、そのイオン導入出力レベルを３段階に表示する各レベル表示灯３２ａ，３２ｂ，３
２ｃと、イオン導入の極性表示灯３３ａ，３３ｂがそれぞれ設けられている。
【００４１】
　この実施例の美容器は、次の各操作でそれぞれの機能を実行させることができる。尚、
超音波振動機能及びイオン導入機能を効率よく実行させるには、振動板４と肌面との間に
水分を介在させておく必要があり、肌のトリートメント部位に予めジェル（粘性のある化
粧水）を塗布しておく。
【００４２】
　まず、超音波振動で美容を行うには、超音波発生スイッチ１３をＯＮにする（イオン導
入スイッチ２３はＯＦＦのまま）と、超音波発生器１１によりヘッド部３の振動板４を超
音波振動させ、その振動板４を肌のトリートメント部位に接触させることにより、肌にマ
ッサージ機能を付与できる。尚、超音波振動機能時には、出力表示部３０の超音波表示灯
３１と、そのときの超音波出力レベルを示すレベル表示灯（３１ａ，３１ｂ，３１ｃのい
ずれか、又はレベルに応じた個数）とが点灯する。
【００４３】
　又、イオン導入機能でクレンジングを行うには、イオン導入スイッチ２３を１回押して
（超音波発生スイッチ１３はＯＦＦのまま）、振動板側電極端子を－極性にした状態で、
ヘッド部３の振動板４を肌のトリートメント部位に接触させることにより、肌の汚れ成分
（＋極性）を振動板４（－極性）側に電気的に吸引することができる。尚、クレンジング
機能時には、出力表示部３０のイオン導入表示灯３２と、そのときのイオン導入出力レベ
ルを示すレベル表示灯（３２ａ，３２ｂ，３２ｃのいずれか、又はレベルに応じた個数）
と、イオン導入の－極性表示灯３３ａとが点灯する。
【００４４】
　又、イオン導入機能で化粧水の有効成分を皮膚内に浸透させる場合は、イオン導入スイ
ッチ２３を２回押して（超音波発生スイッチ１３はＯＦＦのまま）、振動板側電極端子２
１を＋極性にした状態で、ヘッド部３の振動板４を肌のトリートメント部位に接触させる
ことにより、化粧水の有効成分（＋極性）を振動板４（＋極性）による電気的反発作用に
より皮膚内に押込むことができる。尚、イオン導入機能時には、出力表示部３０のイオン
導入表示灯３２と、そのときのイオン導入出力レベルを示すレベル表示灯（３２ａ，３２
ｂ，３２ｃのいずれか、又はレベルに応じた個数）と、イオン導入の＋極性表示灯３３ｂ
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とが点灯する。
【００４５】
　さらに、超音波振動機能とイオン導入機能とを併用する場合は、超音波発生スイッチ１
３とイオン導入スイッチ２３とをそれぞれＯＮにし、振動板側電極端子２１を美容目的の
極性にした状態で、ヘッド部３の振動板４を肌のトリートメント部位に接触させることに
より、超音波振動により肌にマッサージ機能を付与できると同時にイオン導入機能（クレ
ンジング又は化粧水有効成分の浸透）による美容が行える。尚、両機能を併用させた場合
には、出力表示部３０の所定の各表示灯が点灯する。
【００４６】
　このように、この実施例の美容器では、１台の美容器であっても、単にスイッチ操作の
みで、超音波振動機能単独と、イオン導入機能単独と、両機能の併用とに切換えて使用す
ることができ、使い勝手のよいイオン導入機能付き超音波美容器を提供できる。
【００４７】
　ところで、イオン導入機能を安定して実行させるには、イオン導入回路２０を流れる電
流値を一定にして行うことが好ましいが、振動板４が接する肌の状態によっては流れる電
流値が変化してしまう。即ち、イオン導入機能によるトリートメント時には、振動板４部
分を肌面に摺動させてトリートメント部位を順次変えていくが、そのとき振動板４が接す
る肌の水分量が変化すると電気抵抗が変化し、そのとき電圧が一定であると流れる電流値
が変化する。例えば、振動板４を水分量の多い部位から少ない部位に移動させたとき、又
は時間が経過して肌に塗布した水分が蒸発したとき等には、電気抵抗値が大きくなって流
れる電流値が小さくなり、その結果、イオン導入機能が低下してしまう。
【００４８】
　そこで、この実施例の美容器では、イオン導入機能時にイオン導入回路２０を流れる電
流値を一定（例えば１ミリアンペア）にするための制御（定電流制御）を自動で行うよう
にしている。即ち、この実施例では、図４に示すように、イオン導入回路２０を流れる電
流値を電流計２６で検出して、該電流計２６での検出信号（検出電流値）を制御器２７に
常時出力している（図４の信号線Ｓ1）。他方、制御器２７には、予めイオン導入機能に
必要な所定の基準電流値（例えば１ミリアンペア）を設定している。そして、電流計２６
からの検出電流値が制御器２７に設定している基準電流値の許容範囲から外れたときに（
小さくなったときに）、制御器２７から電圧調整器２５に対して電圧調整信号Ｓ2（検出
電流値が基準電流値に適合するような電圧値に補正する信号）を出力して、イオン導入回
路２０中を流れる電流値を上記基準電流値に適合させる（近づける）ような制御が自動で
行われる。従って、この美容器では、イオン導入機能時にイオン導入回路２０を流れる電
流値を常時一定（基準電流値）にした状態で行えるようになっている。尚、この実施例で
は、電流計２６と、制御器２７と、イオン導入回路２０中の電圧調整器２５とで特許請求
範囲中の定電流制御装置を構成している。
【００４９】
　他方、超音波発生回路１０による振動板４からの出力（肌への超音波振動浸透力）も、
トリートメント部位の水分量によって変動する性質がある。即ち、振動板４が接触するト
リートメント部位の水分量が多いと超音波振動出力が大きくなり、逆に該トリートメント
部位の水分量が少ないと超音波振動出力が小さくなる性質がある。
【００５０】
　そこで、この実施例の美容器では、図４に示すように、上記イオン導入回路２０を流れ
る電流値（電流計２６で検出されている）が上記基準電流値より許容範囲を超えて小さく
なって制御器２７からイオン導入回路２０側の電圧調整器２５に対して上記電圧調整信号
Ｓ2を発したときに、同時に該制御器２７から超音波発生回路１０側の電圧調整器１４に
対して超音波発生器１１の出力を高い側に調整するような電圧調整信号Ｓ3を発するよう
にしている。尚、この実施例では、制御器２７と、超音波発生回路１０の電圧調整器１４
と、電圧調整信号線（符号Ｓ3）とで特許請求範囲中の出力調整回路を構成している。
【００５１】
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　この実施例では、超音波発生回路１０側の電圧調整器１４は、超音波振動出力を低（１
２Ｖ）、中（１６Ｖ）、高（２０Ｖ）の３段階で調整できるようになっており、上記のよ
うに制御器２７からイオン導入回路２０の電圧調整器２５に対して電圧調整信号Ｓ2が発
せられたときに、該制御器２７から超音波発生回路１０側の電圧調整器１４に対して、上
記３段階（低、中、高）の超音波振動出力の中から、イオン導入回路２０側の電圧調整器
２５への電圧補正量に見合った出力に相当する電圧調整信号Ｓ3を出力するようにしてい
る。
【００５２】
　このように、超音波発生回路１０からの超音波振動出力を、イオン導入回路２０に流れ
る電流値の変化（具体的には振動板４と肌のトリートメント部位間の水分量）に対応して
自動調整し得るようにすると、超音波振動出力を肌の水分量に見合った好適な出力に自動
調整でき、美容効率を一層良好にし得るという機能が付加される。
【００５３】
　尚、ヘッド部３の振動板４が上記介在水分量の少ない部位から多い部位に移動したとき
には、イオン導入回路２０中に流れる電流値が一時的に高くなるが、そのときには電流計
２６からの電流値信号Ｓ1を受けて制御器２７から電圧調整器２５に対して印加電圧を下
げる制御が行われる（高くなった電流値を設定電流値に戻す）とともに、制御器２７から
超音波発生回路１０中の電圧調整器１４に対しても印加電圧を下げる制御が行われる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本願発明の実施例に係るイオン導入機能付き超音波美容器の下面図である。
【図２】図１の美容器の上面図である。
【図３】図１のIII－III断面図である。
【図４】図１の美容器の電気回路図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１は器体ケース、２は握り部、３はヘッド部、４は振動板、５はアース板、７は直流電
源、１０は超音波発生回路、１１は超音波発生器、１２は超音波振動子、１３は超音波発
生スイッチ、１４は電圧調整器、２０はイオン導入回路、２１は振動板側電極端子、２２
はアース側電極端子、２３はイオン導入スイッチ、２４は極性変換器、２５は電圧調整器
、２６は電流計、２７は制御器である。
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